別紙様式１
譲渡状況確認書及び同意書（管理番号：　　　　　　　　）
【代理飼養者】
１　代理飼養者の要件等
	申告欄

（該当の場合は○）
	要　件
	ﾁｪｯｸ欄

	
	愛玩等（営業、学術研究又は実験を除く）の目的で終生飼養できる。
	

	
	２０歳から６０歳までの成人である。
	

	
	動物を適正に飼養するための十分な費用を負担できる。
	

	
	動物の飼養について、同居する家族全員の同意を得られている。
	

	
	集合住宅、賃貸住宅等に居住する者にあっては、当該住居において希望する動物の飼養が認められている。
□　当該住宅において希望する動物の飼養が認められていることを証する書類の写し等
	

	
	独居ではない。
	

	
	動物を多頭飼育していない。
	

	
	既に飼養している動物を適正に飼養している。

□犬の場合（登録番号：　　　年度　　　　　号　狂犬病予防注射　　済・未　）
□猫の場合　　屋内で飼養し、戸外に出していない。
	

	
	裏面の同意事項の内容を理解し、遵守できる。
	

	
	動物を適正に飼養管理するための必要な知識の教示を受け、これを履行できる。
	

	
	【特記事項】


	


（確認者：　　　　　　　　　　　　　　　　　）
２　同意書
　私は、　　　　年　　　月　　　日に（飼養者）　　　　　　が、千葉市から譲り受けた動物を飼養できなくなった際は、譲渡された動物を代わりに譲り受けるとともに、関係法令及び次の事項を遵守することに同意します。

（１）譲渡された動物の習性を十分認識し、人の生命、身体、若しくは財産に害を与えることの無いよう責任をもって飼養管理すること。

（２）周辺地域の住民の生活環境が損なわれる事態が生じ、苦情の原因とならないよう責任をもって飼養管理すること。

（３）当該動物の健康管理は、自らの責任において行い、感染性疾患の予防を行うとともに、疾病に罹患した又は傷病を受傷した場合は、獣医師の診察を受けさせること。
（４）終生飼養に努めること。やむを得ず飼養が困難になった場合は、次の飼養者を責任をもって探し、適切に譲渡等すること。

（５）譲渡された動物に行動及び疾患等の問題があった場合、または当該動物が問題を起こした場合も、千葉市に対してその責任を一切問わないこと。また、当該動物による損害を受けた場合、または他者に損害を与えた場合も、千葉市に対して賠償を請求しないこと。

（６）譲渡後の飼養管理状況について、センターから報告を求められた場合は、速やかに報告書を提出すること。また、センターから立入調査を求められたときは応じること。

（７）不妊手術又は去勢手術を行っていない犬及び猫については、健康上の理由を除き譲渡の日から６か月以内に実施させ、その旨を報告すること。

（８）犬については、速やかに犬の登録変更を行い、狂犬病予防注射を行っていない場合は受けさせ、鑑札と注射済票を犬に装着すること。　　　　　　　　　
（９）猫については、室内飼養を行い、戸外に出さないこと。

（10）譲渡された動物の逸走を防止するための措置を講じ、逸走した場合は自ら捜索し収容すること。

　　　　　年　　月　　日　

代理飼養者住　所
　　　　　　　　　　　　氏　名

連絡先

　　
